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平成3年（199日l月

文
化
財
保
護
推
進
員
　
亀
井
　
邦
彦

第川号　ねりまの文化財

師
走
を
迎
え
る
と
、
十
二
月
八
日
の
「
お
事
始
め
」

か
ら
す
す
払
い
を
始
め
る
家
も
あ
っ
た
か
、
多
く
は

二
十
日
か
ら
二
十
五
日
頃
ま
で
に
大
掃
除
を
し
た
。

こ
の
頃
餅
撒
き
も
行
わ
れ
る
。
家
に
も
よ
る
が
、
こ

の
時
の
餅
摘
き
は
正
月
用
で
、
一
月
未
頃
改
め
て
大

量
に
餅
を
鴇
く
家
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
を
「
寒
餅
」

と
い
い
、
そ
の
後
の
農
作
業
時
の
間
食
と
し
た
。
数

軒
の
農
家
で
日
を
決
め
て
、
お
互
い
に
手
助
け
に
出

か
け
る
。
一
石
、
二
石
、
多
い
家
で
は
四
石
ほ
ど
、

夜
を
徹
し
て
撒
い
た
。

正
月
の
神
飾
り
は
十
二
月
三
十
日
以
前
に
済
ま
せ

た
。
三
十
一
日
に
飾
る
の
は
「
一
夜
飾
り
」
と
い
っ

て
嫌
わ
れ
た
。
し
め
縄
、
お
札
を
神
棚
に
飾
り
、
手

製
の
門
松
を
立
て
る
家
も
多
い
。
竹
を
伐
っ
て
立
て
、

そ
れ
に
松
を
結
え
る
。

「あぼひぽ」　片桐譲氏画

三
十
一
日
に
は
正
月
の
料
理
を
作
り
、
重
箱
に
詰

め
て
お
く
。
ま
た
御
神
酒
を
神
棚
に
あ
げ
、
年
越
し

の
そ
ば
か
う
ど
ん
を
作
っ
て
供
え
た
。

元
旦
に
は
神
棚
に
若
水
を
汲
ん
で
供
え
、
榊
、
燈

明
を
あ
げ
、
お
供
え
餅
、
御
神
酒
、
お
雑
煮
を
供
え

て
、
一
家
揃
っ
て
礼
拝
を
す
る
。
三
が
日
は
雑
煮
を

食
べ
る
。
雑
煮
は
し
ょ
う
油
で
煮
込
む
家
も
あ
り
、

焼
餅
に
青
菜
、
里
芋
等
の
入
っ
た
汁
を
か
け
て
食
べ

る
家
も
あ
る
。

四
日
目
に
、
「
大
番
」
と
い
っ
て
、
親
戚
や
近
所

の
人
が
年
始
に
来
る
の
を
も
て
な
す
。
「
お
せ
ち
」

と
も
い
っ
た
。

七
日
は
門
松
を
片
づ
け
、
七
草
が
ゆ
を
食
べ
る
。

ま
た
「
あ
ぼ
ひ
ぼ
」
を
作
る
家
も
あ
っ
た
。

十
四
日
に
は
米
の
粉
で
団
子
を
作
り
、
か
し
や
な

ら
、
け
や
き
等
の
枝
に
付
け
て
飾
る
「
ま
ゆ
玉
」
を

作
っ
た
。
養
蚕
が
盛
ん
だ
っ
た
地
域
の
名
残
り
と
か
。

十
五
日
は
「
小
正
月
」
を
祝
い
、
二
十
日
に
は

「
二
十
日
正
月
」
で
、
え
び
す
、
大
黒
の
祭
り
を
す
る
。

か
つ
て
は
二
月
一
日
の
「
旧
正
月
」
を
祝
う
家
も

多
か
っ
た
。
農
作
業
の
切
れ
目
か
ら
も
、
こ
ち
ら
を

正
月
と
し
て
、
三
が
日
を
休
む
家
も
あ
っ
た
。

（
昔
の
農
家
の
正
月
行
事
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
）

厨
旧
氷
讐
歩
い
た
江
吉
日
散
歩

天
候
に
恵
ま
れ
、
浅
間
神
社
境
内
で
の
受
付
は
、

長
い
列
だ
っ
た
。
富
士
塚
、
千
川
上
水
枯
桜
楓
碑
の

説
明
を
聞
い
て
出
発
し
た
。
湧
水
池
の
跡
と
い
わ
れ

る
歯
科
医
院
の
裏
か
ら
旧
水
路
を
歩
い
た
。
こ
の
よ

ぅ
な
所
を
コ
ー
ス
に
入
れ
る
の
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
発

想
だ
と
思
っ
た
。
私
は
子
供
の
頃
、
こ
の
小
川
で
笹

舟
を
流
し
て
遊
ん
だ
の
で
懐
し
か
っ
た
。

八
雲
神
社
、
庚
申
塔
を
見
て
、
能
満
寺
で
は
千
川

上
水
と
千
川
地
蔵
の
説
明
を
聞
い
た
。
千
川
通
り
を

通
っ
た
後
、
武
蔵
野
稲
荷
神
社
で
白
孤
の
お
話
を
聞

い
て
か
ら
、
武
蔵
大
学
内
「
濯
川
」
を
見
学
し
た
。

千
川
上
水
分
水
跡
に
、
環
境
の
良
い
水
辺
の
散
歩
道

が
造
ら
れ
て
い
た
。

今
回
は
参
加
者
が
多
く
て
、
講
師
の
お
話
し
を
聞

き
取
り
に
く
い
の
が
残
念
だ
っ
た
が
、
と
て
も
楽
し

く
、
現
在
の
風
景
の
う
し
ろ
に
昔
の
日
の
情
景
が
想

像
で
き
る
散
歩
だ
っ
た
。

（
匿
名
希
望
の
女
性
よ
り
）

〔
担
当
者
か
ら
…
…
〕

今
回
の
史
跡
散
歩
は
、
参
加
者
1
5
5
名
、
講
師
や
国

際
交
流
担
当
者
等
で
、
総
勢
1
7
0
名
程
の
大
部
隊
で
し

た
。
参
加
の
皆
様
の
出
足
が
予
想
よ
り
遅
く
、
先
行

の
鈴
木
講
師
の
グ
ル
ー
プ
が
少
人
数
で
、
後
の
亀
井

講
師
の
グ
ル
ー
プ
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
皆
様
に

申
し
訳
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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平成3年（199りl月第10号　ねりまの文化財

練
馬
ま
つ
り
を
縫
え
冨
　
塞
が
や
絹
紺
推
進
員

1
0
月
7
日
、
心
配
し
た
台
風
2
1
号
は
思
い
の
ほ
か

足
取
り
が
遅
く
、
そ
れ
が
幸
い
し
て
、
薄
曇
り
の
空

の
下
、
練
馬
ま
つ
り
は
予
定
通
り
開
催
さ
れ
た
。

朝
7
時
半
、
文
化
財
保
護
推
進
員
が
次
々
と
集
ま

る
。
向
山
庭
園
に
七
夕
飾
り
の
竹
を
切
り
に
ゆ
く
係

り
、
文
化
財
の
写
真
展
示
と
8
ミ
リ
映
画
の
準
備
を

す
る
も
の
、
ち
が
や
馬
の
制
作
実
演
コ
ー
ナ
ー
が
手

際
よ
く
設
営
さ
れ
る
。

9
時
前
、
同
じ
文
化
部
会
の
囲
碁
・
将
棋
・
野
点
・

生
け
花
・
お
嚇
子
・
似
顔
絵
の
コ
ー
ナ
ー
は
す
べ
て

準
備
完
了
、
開
幕
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
た
。

練
馬
の
む
か
し
、
農
家
で
は
七
夕
飾
り
に
ち
か
や

馬
を
祭
っ
た
。
神
様
が
そ
の
馬
に
乗
っ
て
田
畑
を
巡

り
、
疫
病
や
災
害
を
防
ぎ
、
豊
作
を
授
け
て
く
れ
る

と
い
う
信
仰
が
あ
っ
た
。
今
で
は
そ
の
こ
と
を
知
る

ち
が
や
馬
　
　
　
人
も
少
な
く
な
っ
た
。
練

収
穫
が
あ
っ
た
。
ち
が
や
の
選
別
は
郷
土
資
料
室
の

皆
さ
ん
に
協
力
願
っ
た
。

当
日
は
開
進
第
三
小
学
校
の
四
、
五
年
生
が
大
勢

参
加
し
て
く
れ
た
。
部
屋
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
可
愛

い
ら
し
い
と
、
手
作
り
に
挑
戦
す
る
主
婦
も
い
た
。

作
っ
た
ち
が
や
馬
や
色
短
冊
を
笹
竹
に
つ
る
し
、
お

神
酒
や
ま
ん
じ
ゅ
う
・
く
だ
も
の
・
野
菜
を
供
え
て

桑
島
新
一

昔
の
風
習
を
し
の
ぶ
。
傍
ら
で
ち
が
や
馬
制
作
の
過

程
を
撮
影
し
た
8
ミ
リ
映
画
が
上
映
さ
れ
る
。
区
登

録
文
化
財
の
パ
ネ
ル
展
示
も
人
気
が
あ
る
。
盛
況
の

ぅ
ち
に
午
後
に
は
ち
が
や
が
品
切
れ
に
な
っ
た
。

こ
の
催
し
を
期
に
練
馬
区
民
俗
芸
能
保
存
会
が
誕

生
し
た
。

馬
ま
つ
り
で
は
、
ち
か
や

馬
の
制
作
実
演
を
行
い
、

昔
の
練
馬
の
く
ら
し
を
か

い
ま
見
る
こ
と
に
し
た
。

ち
が
や
は
茅
の
一
種
だ

が
、
練
馬
区
中
探
し
て
も

も
う
な
い
。
つ
て
を
求
め

て
飯
能
ま
で
刈
り
に
行
っ

た
。
真
夏
の
炎
天
下
、
社

会
教
育
課
長
の
陣
頭
指
揮

で
二
ト
ン
車
い
っ
ぱ
い
の

戦
国
時
代
の
兵
糧
食
を
、
最
近
試
食
し
て
み
た
。

そ
の
主
な
も
の
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

干
飯
（
ほ
し
い
）
　
白
米
を
ふ
か
し
て
か
ら
乾
燥

し
た
も
の
で
、
水
に
ま
ぜ
れ
ば
す
ぐ
や
わ
ら
か
く
な

る
。
但
し
、
こ
れ
は
武
将
の
食
べ
物
で
あ
る
。

い
り
米
　
玄
米
を
ホ
ウ
ロ
ク
で
煎
っ
た
も
の
。
香

ば
し
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
食
べ
ら
れ
る
。
い
り
米
は

袋
に
入
れ
て
、
雑
兵
た
ち
は
腰
に
下
げ
て
い
る
。

兵
糧
丸
（
ひ
ょ
う
ろ
う
が
ん
）
　
そ
ば
粉
を
酒
に

ひ
た
し
て
練
る
。
黒
豆
と
麻
の
実
を
ま
ぜ
て
丸
め
、

天
日
に
干
す
。
そ
れ
を
さ
ら
に
焼
い
て
も
よ
い
。
そ

ば
だ
け
で
は
味
が
無
い
が
、
豆
と
麻
の
実
が
丁
度
よ

い
昧
と
な
っ
て
い
る
。

焼
み
そ
　
み
そ
に
す
り
ご
ま
、
青
し
そ
、
山
椒
、

生
麦
を
ま
ぜ
て
固
め
、
そ
れ
を
焼
く
。
こ
の
ま
ま
で

も
食
べ
ら
れ
る
し
、
適
当
に
セ
ン
イ
質
も
あ
っ
て
、

よ
い
と
思
っ
た
。

文
化
財
保
護
推
進
員
　
伊
藤
経
一

兵
糧
パ
ン
　
こ
む
ぎ
粉
を
練
り
、
そ
れ
に
ご
ま
と

塩
を
入
れ
て
丸
く
平
た
く
固
め
て
干
す
。
出
来
上
り

は
現
在
の
乾
パ
ン
の
様
に
な
る
。

以
上
の
他
、
ほ
し
納
豆
、
カ
ラ
カ
ラ
に
し
た
梅
ぼ

し
、
い
も
が
ら
な
ど
、
何
れ
も
袋
に
入
れ
て
持
ち
歩

け
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

し
か
も
戦
場
で
あ
る
た
め
、
火
を
焚
い
て
湯
を
沸

か
さ
ず
と
も
、
水
で
干
飯
は
や
わ
ら
か
く
な
る
。
木

を
く
り
ぬ
い
た
椀
に
、
干
飯
と
焼
み
そ
を
入
れ
、
こ

れ
に
水
を
そ
そ
ぎ
、
こ
れ
も
木
を
く
り
ぬ
い
た
さ
じ

で
、
（
水
が
ゆ
み
た
い
な
も
の
な
の
で
、
こ
の
時
代
、

箸
な
ど
は
使
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
）
よ
く
か
き

ま
ぜ
て
す
す
れ
ば
、
み
そ
の
味
と
塩
っ
け
が
出
て
喰

っ
た
感
じ
は
十
分
で
あ
る
。
恐
ら
く
石
神
井
城
の
武

将
た
ち
も
、
こ
ん
な
兵
糧
食
を
食
べ
て
い
た
で
あ
ろ

ぅ
こ
と
を
思
い
浮
べ
な
が
ら
、
味
わ
っ
た
次
第
で
あ

る
。
（
茨
城
県
猿
島
町
逆
井
古
城
ま
つ
り
か
ら
）
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第10号　ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成3年（199り1月

文
化
財
講
座
　
第
2
回

今
回
は
、
「
戦
国
時
代
の
武
将
た
ち
1
北
条
氏
照

を
中
心
と
し
て
－
」
と
題
し
、
第
一
日
目
に
講
義
、

第
二
日
目
に
滝
山
城
跡
他
の
見
学
を
行
な
い
ま
し
た
。

。
％
（
火
）
練
馬
公
民
館
第
一
教
室
で
講
義

講
師
－
東
京
学
芸
大
学
講
師
　
土
井
義
夫
氏

参
加
6
2
名
〔
応
募
9
7
名
か
ら
抽
選
〕

北
条
氏
康
の
次
男
と
い
わ
れ
る
氏
照
の
軍
事
・

外
交
を
中
心
に
、
氏
照
居
城
の
滝
山
城
や
八
王

子
城
の
構
造
、
さ
ら
に
滝
山
城
か
ら
八
王
子
城

へ
の
移
転
な
ど
に
つ
い
て
、
遺
構
図
や
印
判
状

な
ど
の
資
料
を
も
と
に
学
び
ま
し
た
。

。
％
（
水
）
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
、
滝
山
城
跡

の
見
学

郷
土
資
料
館
で
は
特
別
展
「
八
王
子
千
人
同

心
」
を
見
学
、
滝
山
城
跡
で
は
、
三
碇
に
分

か
れ
講
師
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
空
堀
や

土
塁
跡
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

国
指
定
史
跡
の
滝
山
城
跡
は
、
土
塁
や
空
堀
が
よ

く
保
存
さ
れ
て
お
り
、
4
0
0
年
も
前
の
攻
防
戦
が
偲
ば

れ
ま
す
。
昔
の
様
子
を
知
る
手
か
か
り
を
与
え
て
く

れ
る
こ
う
し
た
遺
構
は
、
貴
重
な
文
化
遺
産
で
す
。

大
切
に
保
有
し
、
後
世
に
残
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。練

馬
区
に
も
豊
島
氏
の
城
で
あ
る
石
神
井
城
の
空

堀
跡
が
石
神
井
公
園
内
に
残
っ
て
い
ま
す
。
是
非
一

度
ご
覧
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
（
須
）

＝

文

化

財

日

誌

＝

（
平
成
2
年
1
0
月
1
日
～
1
1
月
3
0
日

（
1
0
月
）

3
日
　
埋
蔵
文
化
財
試
掘
（
関
町
北
四
丁
目
）

7
日
　
ね
り
ま
祭
り
八
開
連
記
事
　
3
頁
）

1
1
日
　
埋
蔵
文
化
財
立
会
（
早
宮
三
丁
目
）

1
1
日
～
1
1
月
1
1
日
小
島
家
文
書
展
示
（
郷
土
資
料
室
）

1
2
日
　
中
里
の
富
士
塚
胎
内
調
査
。
埋
蔵
文
化
財
立

25　2215

日　日　日

会
（
東
大
泉
三
丁
目
、
早
宮
一
丁
目
）

練
馬
白
山
神
社
大
ケ
ヤ
キ
保
護
対
策
検
討
委

員
会
（
第
3
回
）

文
化
財
保
護
審
議
会
（
第
1
部
会
）

（
第
2
部
会
）

埋
蔵
文
化
財
立
会
（
氷
川
台
二
丁
目
）

2
8
日
　
秋
の
史
跡
散
歩
八
開
連
記
事
　
2
頁
）

3
1
日
　
埋
蔵
文
化
財
実
踏
（
上
石
神
井
一
丁
冒
）

（
日
月
）

1
日
　
埋
蔵
文
化
財
実
踏
（
豊
玉
北
二
丁
目
）

6
日
～
7
日
　
文
化
財
愛
護
全
国
研
究
集
会

9
日
　
埋
蔵
文
化
財
立
会
（
貫
井
三
丁
目
）

1
5
日
　
　
　
　
　
試
掘
（
　
　
　
　
）

2
0
日
～
2
1
日
　
文
化
財
講
座
へ
関
連
記
事
　
4
頁
）

2
2
日
　
埋
蔵
文
化
財
立
会
（
石
神
井
町
三
丁
目
、
旭

町
三
丁
目
）

2
7
日
　
埋
蔵
文
化
財
実
踏
（
羽
沢
三
丁
目
）

2
8
日
～
1
2
月
5
日
　
甑
〃
遺
跡
発
掘
調
査
（
高
野
台

一
丁
目
）

2
8
日
～
1
2
月
2
8
日
　
中
村
橋
遺
跡
発
掘
調
査

3
0
日
　
文
化
財
保
護
審
議
会
（
全
体
会
・
第
2
回
）

中の丸と本丸の間の

空堀（からぼり）にかかる橋

－4－

《
編
集
後
記
》

1
1
月
初
旬
、
「
文
化
財
愛
護
全
国
研
究
集
会
」
参

加
の
た
め
、
上
野
の
国
立
博
物
館
に
出
張
し
ま
し
た
。

こ
の
時
期
、
同
博
物
館
で
は
正
倉
院
宝
物
な
ど
天
皇

家
ゆ
か
り
の
品
々
を
集
め
た
「
日
本
美
術
名
品
展
」

を
開
催
中
。
即
位
礼
に
伴
う
、
外
国
要
人
等
の
来
訪

も
あ
る
よ
う
で
、
厳
重
な
警
備
体
制
が
と
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
「
全
国
研
究
集
会
」
参
加
者
も
、
散
会
後

こ
れ
を
見
学
し
ま
し
た
。
古
代
の
秀
品
が
多
く
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。（

題
字
は
、
練
馬
区
長
岩
波
三
郎
）




